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「国際周期表年 2019 特別展」実施報告 

 

小 野  昌 弘 ＊ 

 

 

概 要 

 

2019 年は、ロシアの化学者メンデレーエフが 1869 年に周期表を発表して 150 年に当たる年だった。

それを記念して、国連及びユネスコが 2019 年を国際周期表年（International Year of the Periodic 

Table of Elements; 通称 IYPT2019）と制定し、世界中で周期表に関する様々なイベントが行われた。

当館においてもこれに賛同し、周期表に関する行事を大きく分けて 2 点行った。１つは、「国際周期表

年 2019 特別展」、もう１つは、「国際周期表年 2019 特別展講演会」である。本稿では、その内容に

ついて報告する。 

 

 

１．はじめに  

国際周期表年に賛同し、当館で実施した、行事以

下２点について、報告する。 

（１）国際周期表年 2019 特別展 

（２）国際周期表年 2019 特別展講演会 

 

２．（１）国際周期表年 2019 特別展 

 本特別展は、愛媛県総合科学博物館の学芸員であ

る久松洋二氏が企画製作し 2019 年 2 月 23 日～4 月

7 日に実施した企画展「元素のマトリクス ～星々から

生命への贈り物～」がベースとなっているものである。 

この企画展について、国内の科学館を中心とする

施設で実施することがアナウンスされ、当館でも実施

する旨、立候補した。当館での実施概要は以下のとお

りである。 

実施期間：2019 年 10 月 5 日～27 日 

会   場：展示場 4 階 

観覧者数：30,740 名 

        （実施期間の展示場入館者数） 

  観覧料：展示場観覧料 

       大人 400 円、大学・高校生 300 円 

       中学生以下無料 

  備  考：2019 年は当館が開館して 30 周年に当た

るため、本特別展を科学館開館 30 周年

記念イベントの一つとしても実施した。 

                                                   
 *大阪市博物館機構 経営企画課 
m-ono アットマーク ocm.osaka 

図１．会場のようす 

  下写真は、体験展示に集まる観覧者 

 

本特別展の展示資料は別表のとおり、77 種 152 点

あるが、当館の会場の都合上、ハーフセットと呼ばれる

65 種の展示品を展開することとし、図書展示やパネル

の一部を割愛などした。その代わりに当館の所蔵する

資料類を展示し、大阪独自の展開も行った。 

当館独自の展示資料は、以下のとおり。 
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大阪市立科学館独自の展示資料 

アグネ最新周期表 104 番元素が Ku と表記 

周期表ネクタイ※  

周期表マグカップ※ 100 円ショップ製品 

周期表タンブラー※ 日本化学会製 

３D 周期表※  

台湾の化学教科書※  

舎密改宗 宇田川榕菴著 原本 

化学原論 ラボアジェ著  原本 
※個人所蔵 

 

図 2．舎密改宗（左）と化学原論（右）当館所蔵 

 

３．（２）国際周期表年 2019 特別展講演会 

本特別展をより詳しく知るために、特別講演会を実

施した。 

概要は以下のとおり。 

開催日時：2019 年 10 月 22 日 (火・祝)  

 13:00 ～ 16:20 

参加者：70 名 

講演内容： 

①13:00 ～ 14:00 

「『一家に１枚元素周期表』に込めた思い」   

講師 玉尾皓平 氏 （国際周期表年実行委員長）  

国際周期表年 2019 実行委員会委員長でもあり、文

部科学省が 2005 年に発行した「一家に１枚元素周

期表」 の制作者である、玉尾皓平氏が、その思いを

語り、 元素の利用について紹介した。 

 

②14:10 ～ 15:10  

「ニッポニウム小川正孝の新元素」 

講師 久松洋二 氏 （愛媛県総合科学博物館 専門

学芸員） 

今回の特別展の制作者である久松氏が、愛媛県出身

で日本人で初めて元素を発見したと言われた小川正

孝について紹介した。 小川が発表し、ニッポニウムと

名付けられた元素は、実は別の異なる新元素だったた

め、 惜しいところで新元素発見の栄光に預からなかっ

た。その小川について解説した講演。 

③15:20 ～ 16:20  

「周期表を毎日の生活に生かそう！」   

講師 桜井弘 氏 （京都薬科大学名誉教授） 

「元素１１８の新知識」（講談社）、「元素検定」「宮沢賢

治の元素図鑑」（化学同人）等、元素に関する編集・

著作で有名な桜井弘氏が、周期表の眺め方を、 メン

デレーエフの考え方に沿って具体的な例を挙げて解

説し、メンデレーエフがなぜ周期表を作れたか、また、

人と元素の関係について紹介した。 

 

 

 

図３．講演会のようす 

上写真：玉尾氏、中写真：久松氏、下写真：桜井氏

による講演のようす。 

 

４．本特別展の特徴 

先に記したとおり、本特別展の展示物は、久松氏が

作り上げたものである。周期表は、紙一枚で記すことが

できるものであり、化学を学ぶにあたっては、それで充
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分である。しかしながら、博物館等施設として周期表 1

枚だけで、周期表はどのような物か、そこにはどんな意

味が潜在しているのかを一般市民に興味を持ってもら

い、さらにその内容を理解してもらうことはできない。 

本企画展のパネル展示としては、この周期表の基

礎的な部分、同位体による周期表など、かなり高度な

内容も紹介する展示があり、周期表について幅広く、

そして深く紹介されていた。もちろん、それだけでは、

化学を生業としない人々にとっては、興味がなかなか

持ちにくい部分もある。 

そのため、様々な人々に興味を持ってもらえるような

切り口として、元素を扱った切手による周期表、鉱物

に含まれる元素を紹介する展示、元素のマニュキュア、

扇子などの人目を引くような展示物もあった。中でも秀

逸なのが、体験展示である。銅や銀などのパイプを 1

本になるように取付け、その外側を O リング状の磁石

が滑り落ちる時、速度が変化する様子を確認する展示

や磁石に含まれる元素の違いで、その強さが変わる展

示など元素にちなんだ展示物を 6 点ほど展示したとこ

ろ、図１下写真のように、子供から大人までが体験する

非常に人気のある展示となっていた。 

今回の特別展の展示品は、久松氏の調査研究によ

る成果である。 

また、当館所蔵の実物資料である宇田川榕菴著

「舎密改宗」やラボアジェの「化学原論」を展示、解説

することで当館の博物館としての役割を果たすこともで

きた。 
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別表：国際周期表年 2019 特別展展示一覧 

当館では、H ハーフセットを中心展示物を行った 
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